
吉
井
勇
の
歌
集
『
神
杉
』『
金
泥
』
は
、
昭
和
二
十
年
の
太
平
洋
戦
争
終
結

を
挟
ん
だ
ご
く
短
い
期
間
に
、
作
者
自
身
が
旧
作
か
ら
歌
を
選
び
、
編
纂
し
た

も
の
で
あ
る
。『
神
杉
』
は
叢
書
〈
決
戦
歌
集
〉
の
一
冊
と
し
て
、『
金
泥
』
は

叢
書
〈
新
日
本
歌
集
〉
の
一
冊
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
両
者
は
成
立
時
期
や
企

画
の
関
係
か
ら
相
違
点
が
大
き
く
、
ま
っ
た
く
趣
を
異
に
す
る
歌
集
で
あ
る
。

ま
ず
、
両
者
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
に
、
成
立
事
情
、
出
典
と
な
っ
た
歌

集
、
歌
題
、
構
成
に
つ
い
て
、
先
行
文
献
を
参
照
し
な
が
ら
確
認
し
、
記
述
す

る
。つ

い
で
、
両
者
の
歌
に
含
ま
れ
る
語
句
の
偏
り
に
つ
い
て
記
述
す
る
。『
神

杉
』
で
は
戦
時
を
意
識
さ
せ
る
語
、『
金
泥
』
で
は
芸
術
に
生
き
た
古
人
の
名

が
頻
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
意
図
に
沿
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
表
面
的

な
相
違
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
そ
う
し
た
相
違
点
は
さ
て
お
き
、
二
つ
の
歌
集
に
共
通
す
る
部
分

を
探
る
。「
巻
後
に
」
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、「
こ
こ
ろ
足
る
」

歌
群
の
三
首
で
は
戦
中
と
戦
後
と
で
共
有
さ
れ
る
感
情
が
あ
る
。
さ
ら
に
は

「
な
ご
や
か
さ
」「
し
づ
け
さ
」
を
詠
ん
だ
歌
に
、
企
画
意
図
に
と
ら
わ
れ
な
い

作
者
の
意
識
の
表
出
が
あ
る
。
作
者
自
身
が
認
識
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
齢
六
十
と
な
っ
た
老
歌
人
が
「
た
た
か
ひ
の
世
」
に
あ
っ
て
求
め
て

い
た
も
の
は
、
長
い
時
を
経
て
継
承
さ
れ
変
わ
ら
ぬ
文
物
の
よ
う
に
、
わ
が
国

が
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
状
態
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
だ
っ
た
。

一

本
稿
の
目
的

吉
井
勇
（
明
治
十
九
年
一
八
八
六
│
昭
和
三
十
五
年
一
九
六
〇
）
に

は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
太
平
洋
戦
争
終
結
を
挟
み
、
ご
く
短

か
ん
す
ぎ

こ
ん
で
い

い
期
間
に
自
撰
し
た
二
つ
の
歌
集
が
あ
る
。『
神
杉
』
と
『
金
泥
』
で
あ

る
。本

稿
は
、
ま
ず
、
こ
の
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
歌
に
含
ま
れ
る
語
句
の

偏
り
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
先
に
成
立
し
た
『
神

杉
』
の
頻
出
語
を
抽
出
し
、
歌
集
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
つ
い

で
、『
金
泥
』
に
偏
る
語
彙
と
、
両
者
に
共
通
し
た
要
素
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

『
神
杉
』
と
『
金
泥
』
と
を
比
較
す
る
意
図
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。

両
者
の
歌
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
成
立
時
期
や
成

立
事
情
か
ら
、
関
係
が
深
い
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
ど
こ
が
ど
う

《
研
究
ノ
ー
ト
》

吉
井
勇
の
歌
集
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
こ
と
ば

南

里

一

郎
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異
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
同
じ
要
素
が
あ
る
と
す
る
と
ど
こ
か
、
同
じ
俎

上
に
載
せ
、
統
一
的
視
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

こ
の
両
者
の
編
纂
は
、
昭
和
二
十
年
の
夏
か
ら
初
秋
に
か
け
て
の
ご
く

短
い
期
間
を
お
い
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
実
だ
け
で
も
関
係
の
深
さ
が
想

定
さ
れ
、
さ
ら
に
既
発
表
の
歌
か
ら
作
者
自
ら
選
歌
し
編
纂
し
た
と
い
う

共
通
点
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
百
八
十
余
首
の
歌
を
収
め
、
ほ
ぼ
同
規
模
と

い
っ
て
よ
い
。
選
歌
対
象
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
十
八
年
、
十
九
年

に
刊
行
さ
れ
た
歌
集
が
中
心
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
企
画
し
た
版
元
が
同

じ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
共
通
点
の
あ
る
二
つ
の
歌
集
で
あ
っ
た
が
、
両
者
は
そ
の
選

歌
時
期
に
よ
っ
て
、
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

『
神
杉
』
は
敗
戦
直
前
の
七
月
末
に
、『
金
泥
』
は
敗
戦
す
ぐ
の
八
月
下
旬

以
降
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
時
局
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
、
二
つ
の

歌
集
に
含
ま
れ
る
歌
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
関
係
が
深
い
こ
と
も
、
性
格
が
異
な
る
こ
と
も
明
ら
か

な
二
つ
の
歌
集
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
と
ら
れ
た
歌
の
異
な
る
点
の
把
握

は
、
作
者
の
意
図
を
考
え
る
上
で
必
要
で
あ
る
。
違
い
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
共
通
し
て
い
る
点
を
す
く
い
上
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。な

お
、『
神
杉
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
田
坂
・
南
里
・
福
田
（
二
〇

二
〇
）
で
全
体
を
紹
介
し
た
。『
金
泥
』
の
本
文
も
田
坂
（
二
〇
一
九
）

に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

二
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
成
立
事
情

本
節
で
は
、
歌
集
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
略
記

し
て
お
く
。
両
者
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
以
下
、
田

坂
（
二
〇
一
九
）、
田
坂
（
二
〇
二
〇
）
か
ら
の
要
約
で
あ
る
。
詳
細
は

そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

■
『
神
杉
』

昭
和
二
十
年
六
月
ご
ろ
、
東
京
の
八
雲
書
店
は
〈
決
戦
歌
集
〉
な
る
叢

書
を
企
画
し
、
吉
井
勇
ら
十
二
人
の
歌
人
に
自
作
か
ら
の
選
歌
を
依
頼
し

た
。
吉
井
は
七
月
末
に
依
頼
を
受
け
、『
神
杉
』
と
い
う
標
題
の
歌
集
を

編
纂
し
原
稿
を
送
付
し
た
。
し
か
し
、
八
月
十
五
日
の
敗
戦
の
た
め
刊
行

（
�
）

に
至
ら
ず
、
原
稿
だ
け
が
残
っ
た
。

■
『
金
泥
』

昭
和
二
十
年
八
月
の
敗
戦
後
ま
も
な
く
、
八
雲
書
店
は
〈
新
日
本
歌

集
〉
な
る
叢
書
を
企
画
し
、
ふ
た
た
び
歌
人
ら
に
自
作
か
ら
の
選
歌
を
依

頼
し
た
。
吉
井
は
『
金
泥
』
と
い
う
標
題
の
歌
集
を
編
纂
し
、
こ
ち
ら
は

昭
和
二
十
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
終
戦
直
前
の
叢
書
〈
決
戦
歌
集
〉
の
企
画
は
実
現
し

三
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な
か
っ
た
が
、
戦
後
の
時
局
に
応
じ
た
新
た
な
叢
書
〈
新
日
本
歌
集
〉
と

い
う
形
で
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
歌
の
出
典

『
神
杉
』『
金
泥
』
い
ず
れ
も
、
既
発
表
の
歌
を
集
め
た
歌
集
で
あ
る
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
、
す
な
わ
ち
選
歌
対

象
と
な
っ
た
歌
集
と
と
ら
れ
た
歌
数
を
示
し
て
お
く
。

な
お
、
本
節
は
、
田
坂
（
二
〇
一
九
）
と
田
坂
・
南
里
・
福
田
（
二
〇

二
〇
）
に
お
け
る
作
業
を
再
確
認
し
、
今
回
行
っ
た
作
業
を
加
え
て
構
成

し
な
お
し
た
資
料
で
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

■
『
神
杉
』
一
八
八
首
の
出
典

歌
集
『
朝
影
』
か
ら
５６
首

歌
集
『
霹
靂
』
か
ら
５９
首

歌
集
『
玄
冬
』
か
ら
７２
首

雑
誌
『
高
志
』
か
ら
１
首

■
『
金
泥
』
一
八
三
首
の
出
典

歌
集
『
朝
影
』
か
ら
３４
首

歌
集
『
京
洛
史
蹟
歌
』
か
ら
９４
首

（
�
）

歌
集
『
玄
冬
』
か
ら
５３
首

自
歌
自
釈
『
恋
ぐ
さ
』
か
ら
１
首
（『
故
園
』
に
も
重
出
）

雑
誌
『
高
志
』
か
ら
１
首

右
で
見
る
よ
う
に
、
部
分
的
に
同
じ
歌
集
が
選
歌
対
象
と
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
と
ら
れ
た
歌
で
共
通
す
る
の
は
四
首
の
み
、『
朝
影
』
か
ら
の

三
首
と
『
高
志
』
か
ら
の
一
首
で
あ
る
。
こ
の
四
首
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。以

下
、
と
ら
れ
た
歌
数
の
多
い
四
つ
の
歌
集
に
つ
い
て
、
版
元
・
刊

年
・
内
容
に
つ
い
て
略
記
す
る
。
歌
題
や
と
ら
れ
た
歌
数
も
示
す
。

▽
歌
集
『
朝
影
』（
墨
水
書
房
、
昭
和
十
八
年
一
月
）

歌
集
の
後
記
に
よ
る
と
、
昭
和
十
六
年
二
月
か
ら
昭
和
十
七
年
五
月
ま

で
の
歌
を
収
め
た
と
い
う
。
九
章
に
分
け
ら
れ
、
六
三
の
歌
題
が
あ
る
。

歌
数
六
三
三
首
。

章
立
て
は
以
下
の
と
お
り
。
と
ら
れ
た
歌
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
章
の

下
に
、
当
該
歌
の
あ
る
歌
題
を
記
し
た
。
と
ら
れ
た
歌
数
と
『
神
杉
』

『
金
泥
』
の
別
も
示
し
た
。

•
比
叡
懺
法
「
山
気
蕭
殺
」
か
ら
７
首
（
神
杉
）

•
洛
北
籠
居
「
こ
こ
ろ
足
る
」
か
ら
６
首
（
神
杉
）

「
こ
こ
ろ
足
る
」
か
ら
２３
首
（
金
泥
）

•
京
洛
往
来

＊
選
歌
な
し

•
御
民
吾

「
国
を
思
ふ
」
か
ら
６
首
（
神
杉
）

「
大
詔
を
拝
す
」
か
ら
６
首
（
神
杉
）

「
捷
報
来
」
か
ら
４
首
（
神
杉
）

吉井勇の歌集『神杉』『金泥』のことば
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「
壬
午
新
春
」
か
ら
１１
首
（
神
杉
）

「
炉
辺
の
歌
」
か
ら
５
首
（
神
杉
）

「
暁
闇
端
座
」
か
ら
５
首
（
神
杉
）

「
軍
神
を
思
ふ
」
か
ら
５
首
（
神
杉
）

•
鑑
賞
余
響
「
大
雅
堂
羅
漢
図
」
か
ら
１１
首
（
金
泥
）

•
近
畿
遊
草

＊
選
歌
な
し

•
続
草
廬
漫
歌

＊
選
歌
な
し

•
土
佐
路
の
旅

＊
選
歌
な
し

•
信
濃
路
の
旅

＊
選
歌
な
し

▽
歌
集
『
霹
靂
』（
一
條
書
房
、
昭
和
十
八
年
十
一
月
）

歌
集
の
「
巻
後
に
」
に
、「
昭
和
十
六
年
十
二
月
か
ら
翌
十
七
年
十
一

月
に
至
る
ま
で
、
一
年
間
の
歌
日
記
で
あ
る
」
と
あ
る
。
新
聞
『
中
外
日

報
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
に
歌
を
加
え
た
も
の
。
一
三
七
の
歌
題
に
五
首

ず
つ
の
歌
を
収
め
る
。
歌
数
六
八
五
首
。

前
述
の
よ
う
に
、『
神
杉
』
が
と
る
の
み
で
『
金
泥
』
に
は
と
ら
れ
て

い
な
い
。
歌
題
が
多
い
の
で
、『
神
杉
』
に
と
ら
れ
た
歌
が
あ
る
題
の
み

を
示
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
と
ら
れ
た
歌
数
で
あ
る
。

大
詔
渙
発
（
３
）

馬
来
沖
海
戦
（
２
）

正
義
の
師
（
３
）

防
人
の
歌
（
４
）

香
港
陥
落
（
１
）

新
年
の
雪
（
３
）

心
の
友
（
３
）

大
詔
奉
戴
（
４
）

南
洲
遺
訓
（
３
）

明
治
神
宮
（
４
）

祖
先
の
墓
（
５
）

神
武
天
皇
祭
（
３
）

南
方
の
友
（
３
）

豆
腐
の
歌
（
５
）

熱
田
鳴
神
（
５
）

印
度
を
思
ふ
（
４
）

天
竺
路
次
所
見
（
１
）

虫
声
喞
喞
（
４
）

▽
歌
集
『
京
洛
史
蹟
歌
』（
大
雅
堂
、
昭
和
十
九
年
二
月
）

『
霹
靂
』『
玄
冬
』
と
同
時
期
の
歌
と
見
て
よ
い
か
。
標
題
か
ら
は
寺
社

や
史
跡
の
巡
歴
に
よ
る
歌
を
主
と
す
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
下
地
に
は
愛
国

精
神
が
溢
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
歌
集
の
後
記
に
「
結
局
こ
の
歌
集
は
或

る
意
味
に
於
て
、
偉
大
な
る
聖
戦
に
対
す
る
、
貧
し
い
私
の
捧
げ
物
な
の

で
あ
る
」
と
あ
る
。
木
俣
修
は
、「
尽
忠
報
国
の
精
神
を
こ
う
し
た
歴
史

的
人
物
の
顕
彰
の
な
か
に
こ
め
た
と
い
っ
た
態
の
も
の
」（
吉
井
勇
全
集

第
三
巻
解
説
）
と
い
う
。

六
章
に
分
け
ら
れ
、
四
八
の
歌
題
が
あ
る
。
歌
数
五
〇
七
首
。

章
立
て
は
以
下
の
と
お
り
。『
朝
影
』
で
示
し
た
の
と
同
様
に
、
と
ら

れ
た
歌
の
あ
る
章
の
下
に
、
当
該
歌
の
あ
る
歌
題
を
記
し
、
と
ら
れ
た
歌

数
も
示
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
『
金
泥
』
の
み
に
と
ら
れ
て
い
る
。

•
神
社
参
拝

＊
選
歌
な
し

•
楠
公
遺
芳

＊
選
歌
な
し

•
織
豊
時
代

＊
選
歌
な
し

•
古
寺
巡
歴
「
大
徳
寺
」
か
ら
１０
首
、「
千
利
休
」
か
ら
７
首

•
維
新
史
跡

＊
選
歌
な
し

•
芸
文
遺
蹤
「
鷹
ヶ
峰
」
か
ら
１４
首
、「
本
阿
弥
光
悦
」
か
ら
９
首

「
真
葛
ヶ
原
」
か
ら
６
首
、「
大
雅
堂
」
か
ら
９
首

三
四

社会科学 第 51巻 第 4号



「
栖
鳳
の
冬
」
か
ら
１０
首
、「
神
光
院
」
か
ら
７
首

「
蓮
月
抄
」
か
ら
７
首
、「
富
岡
鉄
斎
」
か
ら
５
首

「
落
柿
舎
」
か
ら
１０
首
、

▽
歌
集
『
玄
冬
』（
創
元
社
、
昭
和
十
九
年
六
月
）

歌
集
の
後
記
に
は
「
昭
和
十
七
年
六
月
以
降
昭
和
十
八
年
十
月
ま
で
の

作
品
を
集
め
た
も
の
」
と
あ
る
が
、
木
俣
修
は
、「
十
六
年
末
あ
る
い
は

昭
和
十
七
年
は
じ
め
の
こ
ろ
の
作
品
か
ら
は
じ
ま
つ
て
い
る
」
と
い
う

（
吉
井
勇
全
集
第
三
巻
解
説
）。
八
章
に
分
け
ら
れ
、
八
四
の
歌
題
が
あ

る
。
歌
数
七
一
九
首
。

章
立
て
は
以
下
の
と
お
り
。『
朝
影
』
で
示
し
た
の
と
同
様
に
、
と
ら

れ
た
歌
の
あ
る
章
の
下
に
、
当
該
歌
の
あ
る
歌
題
を
記
し
た
。
と
ら
れ
た

歌
数
も
示
し
た
。

•
洛
北
雑
詠

「
炉
辺
感
慨
」
か
ら
９
首
（
神
杉
）

「
十
二
月
八
日
」
か
ら
１１
首
（
神
杉
）

「
春
日
籠
居
」「
鶲
の
歌
」「
鶯
の
歌
」「
鰯
を
焼
く
」

か
ら
各
１
首
ず
つ
計
４
首
（
神
杉
）

•
続
洛
北
雑
詠
「
埦
つ
く
り
」
か
ら
１２
首
（
金
泥
）

•
聖
戦
抄

「
た
た
か
ひ
」
か
ら
７
首
（
神
杉
）

「
九
軍
神
を
思
ふ
」
か
ら
４
首
（
神
杉
）

「
微
臣
謹
詠
」
か
ら
５
首
（
神
杉
）

「
籠
居
述
懐
」
か
ら
４
首
（
神
杉
）

「
撃
滅
」
か
ら
３
首
（
神
杉
）

「
山
本
元
帥
を
悼
む
」
か
ら
７
首
（
神
杉
）

•
神
楽
歌

「
伊
勢
の
神
宮
」
か
ら
９
首
（
神
杉
）

•
病
床
沈
吟

「
祖
父
を
思
ふ
」
か
ら
９
首
（
神
杉
）

•
芸
苑
遺
韻

「
栖
鳳
を
悼
む
」
か
ら
５
首
（
金
泥
）

「
鉄
斎
遺
墨
」
か
ら
６
首
（
金
泥
）

•
羇
旅
余
情

「
旅
ご
こ
ろ
」
か
ら
９
首
（
金
泥
）

•
先
達
讃
歌

「
俵
屋
宗
達
」
か
ら
７
首
（
金
泥
）

「
松
尾
芭
蕉
」
か
ら
７
首
（
金
泥
）

「
僧
良
寛
」
か
ら
７
首
（
金
泥
）

以
上
、『
神
杉
』『
金
泥
』
の
主
な
出
典
と
な
っ
た
四
つ
の
歌
集
の
概
要

を
示
し
、
ど
の
歌
題
か
ら
選
歌
さ
れ
た
か
を
一
覧
し
た
。
出
典
に
あ
る
歌

題
は
『
神
杉
』『
金
泥
』
で
は
歌
集
の
構
成
に
合
わ
せ
て
一
部
が
変
更
さ

（
�
）

れ
て
い
る
も
の
の
、
大
半
は
同
じ
歌
題
の
ま
ま
収
め
ら
れ
て
い
る
。

四
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
歌
題
と
構
成

『
神
杉
』『
金
泥
』
い
ず
れ
も
、
複
数
の
歌
を
あ
る
歌
題
で
ま
と
め
て
収

め
て
い
る
。
出
典
に
あ
る
歌
題
の
大
半
を
生
か
し
つ
つ
、
新
た
な
歌
集
と

し
て
再
構
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
歌
題
を
一
覧
す
る
だ
け
で

も
両
者
の
内
容
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。

吉井勇の歌集『神杉』『金泥』のことば
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■
『
神
杉
』
に
あ
る
歌
題

大
詔
渙
発

捷
報
来

国
を
思
ふ

防
人
の
歌

壬
午
新
春

新
雪
抄

炉
辺
の
歌

暁
闇
端
座

軍
神
を
思
ふ

南
洲
遺
訓

比
叡
山

友
と
語
る

一
月
八
日

こ
こ
ろ
足
る

明
治
神
宮

祖
先
の
墓

神
武
天
皇
祭

南
方
の
友
へ

豆
腐
の
歌

熱
田
鳴
神

祖
父
を
思
ふ

山
本
元
帥
を
悼
む

た
た
か
ひ

微
臣
謹
詠

伊
勢
の
神
宮

籠
居
述
懐

虫
声
喞
々

印
度
を
思
ふ

再
び
炉
辺
の
歌

撃
滅

十
二
月
八
日

閑
居
雑
詠

巻
後
に

■
『
金
泥
』
に
あ
る
歌
題

鷹
が
峰

本
阿
弥
光
悦

真
葛
が
原

大
雅
堂

羅
漢
図

俵
屋
宗
達

大
徳
寺

千
利
休

落
柿
舎

松
尾
芭
蕉

旅
ご
こ
ろ

良
寛
を
思
ふ

神
光
院

蓮
月
抄

埦
つ
く
り

揮
毫
兀
兀

栖
鳳
を
悼
む

栖
鳳
の
冬

こ
こ
ろ
足
る

巻
後
に

こ
の
う
ち
、「
巻
後
に
」
は
正
確
に
は
歌
題
で
は
な
く
、
全
体
の
末
尾

に
つ
く
「
後
記
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
文
章
は
な

く
歌
一
首
と
奥
書
・
署
名
の
み
な
の
で
、
便
宜
上
同
列
に
扱
っ
た
。

さ
て
、
右
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、〈
決
戦
歌
集
〉
と
い
う
企
画
に
応

じ
た
『
神
杉
』
の
歌
題
は
戦
時
色
が
濃
い
。
例
え
ば
、
冒
頭
の
「
大
詔
渙

発
」（
九
首
）
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
に
際
し
て

発
せ
ら
れ
た
開
戦
の
詔
勅
に
接
し
た
詠
で
あ
る
。
こ
の
後
に
も
、「
軍
神

を
思
ふ
」「
南
方
の
友
へ
」
な
る
題
が
見
え
、「
た
た
か
ひ
」「
撃
滅
」
と

い
っ
た
戦
争
そ
の
も
の
を
想
起
さ
せ
る
歌
題
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
金
泥
』
で
は
、
光
悦
・
大
雅
・
宗
達
を
は
じ
め
、

芸
術
に
生
き
た
人
物
や
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
歌
題
が
並
ん
で
い
る
。
す
で
に

見
た
よ
う
に
、『
金
泥
』
に
と
ら
れ
た
歌
の
半
数
以
上
は
『
京
洛
史
蹟
歌
』

（
�
）

か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
歌
題
の
違
い
を
踏
ま
え
て
、
次
節
以
降
で
は
、『
神
杉
』『
金

泥
』
に
含
ま
れ
る
歌
に
つ
い
て
、
出
現
に
偏
り
の
あ
る
語
句
を
見
て
ゆ

く
。

五
『
神
杉
』
の
こ
と
ば
と
歌

叢
書
〈
決
戦
歌
集
〉
の
一
冊
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
神
杉
』
は
、
出
現

す
る
語
句
が
戦
中
ら
し
さ
を
醸
成
し
て
い
る
。
以
下
、『
神
杉
』
に
多
く
、

『
金
泥
』
に
は
な
い
か
、
あ
っ
て
も
ご
く
少
数
と
い
う
語
句
の
例
を
挙
げ

る
。掲

出
す
る
用
例
は
以
下
の
方
針
で
示
す
。『
神
杉
』
で
は
、
田
坂
・
南

里
・
福
田
（
二
〇
二
〇
）
に
お
い
て
原
資
料
を
厳
密
に
翻
刻
し
た
本
文
を
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も
と
に
す
る
。『
金
泥
』
は
単
行
本
を
参
照
し
た
。
い
ず
れ
も
、
仮
名
は

歴
史
的
仮
名
遣
い
の
ま
ま
に
し
、
漢
字
は
通
用
字
体
に
改
め
た
。
振
り
仮

名
は
原
則
と
し
て
省
略
す
る
が
、
読
み
に
く
い
と
き
は
そ
の
限
り
で
な

い
。
歌
の
下
に
括
弧
に
入
れ
て
、
歌
題
と
、
私
に
振
っ
た
歌
順
番
号
を
示

し
た
。

１

た
た
か
ひ
・
た
た
か
ふ
・
い
く
さ
（
戦
）

「
た
た
か
ひ
」「
た
た
か
ふ
」
は
名
詞
と
動
詞
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、

互
い
に
派
生
語
で
あ
り
同
類
の
も
の
と
し
て
扱
う
。
以
下
、
こ
う
し
た
派

生
語
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
は
同
様
に
処
理
し
た
。

さ
て
、「
た
た
か
ひ
」「
た
た
か
ふ
」
は
合
計
で
２８
例
を
数
え
る
。
そ
も

そ
も
歌
題
に
「
た
た
か
ひ
」（
七
首
）
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
箇
所
で

二
〇
首
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

み

い

つ

勝
た
む
勝
た
む
か
な
ら
ず
勝
た
む
す
め
ら
ぎ
の
御
稜
威
の
下
に
わ
れ

ら
戦
ふ

（
大
詔
渙
発
・
三
）

国
こ
ぞ
り
戦
ふ
大
き
年
明
け
て
歌
び
と
わ
れ
も
心
き
ほ
へ
り

（
壬
午
新
春
・
三
一
）

た
た
か
ひ
を
思
へ
ば
厳
し
窓
の
外
の
比
叡
も
山
肩
あ
げ
に
た
ら
ず
や

（
た
た
か
ひ
・
一
二
七
）

ま
た
、「
い
く
さ
」
は
１３
例
あ
る
。
派
生
語
「
み
い
く
さ
」「
み
い
く
さ

が
み
」
も
含
む
。「
た
た
か
ひ
」「
た
た
か
ふ
」
と
合
わ
せ
て
、
二
割
程
度

の
歌
に
及
び
、
歌
集
全
体
に
存
在
し
て
い
る
。

る
そ
ん

火
も
あ
ら
ぬ
炉
の
辺
に
あ
り
て
こ
の
朝
や
遠
き
呂
宋
の
い
く
さ
思
は

む

（
暁
闇
端
座
・
五
四
）

一
方
、『
金
泥
』
で
は
「
た
た
か
ひ
」
が
１
例
あ
る
の
み
で
（
後
述
）、

「
い
く
さ
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

２

か
み
（
神
）

見
出
し
で
は
単
に
「
か
み
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
様
々
な
派
生
語

が
あ
り
、「
み
お
や
が
み
」「
や
を
よ
ろ
づ
か
み
」「
な
る
か
み
じ
ま
」
な

ど
を
含
む
。
２６
例
を
数
え
る
。『
金
泥
』
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。

ひ
む
が
し
の
亜
細
亜
の
空
に
茜
さ
し
神
の
み
い
く
さ
い
ま
か
戦
ふ

（
捷
報
来
・
一
八
）

み
お
や
が
み

あ
き
つ
か
み

御
祖
神
を
を
ろ
が
み
た
ま
ふ
現
津
神
を
さ
ら
に
を
ろ
が
み
か
し
こ
む

吾
は

（
微
臣
謹
詠
・
一
三
四
）

３

か
し
こ
・
か
し
こ
し
・
か
し
こ
む
（
畏
）

「
あ
な
か
し
こ
」
な
ど
の
形
も
含
め
て
１２
例
を
数
え
る
。
右
に
挙
げ
た

一
三
四
番
歌
も
こ
の
例
に
含
ま
れ
る
。『
金
泥
』
に
な
し
。「
か
み
」
や

「
た
た
か
ひ
」
と
も
共
起
し
や
す
い
。
次
の
七
七
番
歌
は
真
珠
湾
攻
撃
の

ひ
と
月
後
を
詠
ん
だ
も
の
。

あ
な
か
し
こ
去
年
の
師
走
の
こ
の
夜
あ
け
朝
ま
だ
き
よ
り
歴
史
変
り

ぬ

（
一
月
八
日
・
七
七
）

た
た
か
ひ
の
中
に
あ
れ
ど
も
か
し
こ
し
や
神
武
の
祭
こ
の
日
し
た
ま

ふ

（
神
武
天
皇
祭
・
九
七
）

吉井勇の歌集『神杉』『金泥』のことば
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か
し
こ
し
や
兵
の
姿
に
身
を
か
り
て
八
百
万
神
た
た
か
ひ
た
ま
ふ

（
籠
居
述
懐
・
一
四
九
）

す
で
に
見
た
用
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
戦
争
は
神
国
日
本
が
神
の

名
の
も
と
で
遂
行
し
て
い
る
聖
戦
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
銃
後
に
あ
る

臣
民
は
か
し
こ
み
、
い
く
さ
の
勝
利
を
祈
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

４

お
ほ
ち
ち
（
祖
父
）

合
計
１１
例
。『
金
泥
』
に
は
な
し
。
歌
題
「
祖
父
を
思
ふ
」
の
九
首
す

べ
て
に
用
い
ら
れ
、
他
の
題
に
２
例
が
あ
る
。

お
ほ
ち
ち

薩
摩
潟
祖
父
生
れ
し
土
の
香
を
お
も
ひ
つ
つ
聴
く
友
の
言
葉
を

（
友
と
語
る
・
七
六
）

祖
父
が
国
を
お
も
へ
る
歌
書
き
し
短
冊
を
見
て
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

（
こ
こ
ろ
足
る
・
八
四
）

国
の
た
め
吾
に
も
起
て
と
か
病
み
て
な
ほ
祖
父
を
見
る
夢
た
だ
な
ら

ず

（
祖
父
を
思
ふ
・
一
一
二
）

お
ほ
ち
ち
の
戊
辰
の
こ
ろ
の
胸
痛
み
心
い
た
み
を
思
ひ
つ
つ
ぞ
病
む

（
祖
父
を
思
ふ
・
一
一
六
）

こ
こ
ま
で
見
た
語
句
と
異
な
り
、
戦
意
高
揚
と
直
接
つ
な
が
ら
な
い
、

個
人
的
な
感
懐
か
ら
の
語
の
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
作
者
の
場
合
、
単

に
そ
れ
だ
け
で
も
な
い
よ
う
で
、
天
皇
と
の
つ
な
が
り
を
押
さ
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

吉
井
勇
の
祖
父
、
吉
井
友
実
は
薩
摩
藩
の
武
士
で
、
西
郷
隆
盛
・
大
久

保
利
通
ら
と
親
し
く
、
戊
辰
戦
争
に
も
従
軍
し
て
い
る
。
さ
ら
に
維
新
後

は
明
治
天
皇
の
近
臣
と
し
て
仕
え
て
い
た
。
維
新
の
功
で
伯
爵
に
叙
せ
ら

れ
て
い
る
。

時
代
は
移
り
、
こ
の
太
平
洋
戦
争
は
昭
和
天
皇
の
も
と
で
戦
っ
て
い

る
。
祖
父
の
代
か
ら
帝
に
仕
え
て
い
る
と
い
う
認
識
が
、
作
者
の
愛
国
精

神
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
出
典
の

『
玄
冬
』
で
「
病
床
沈
吟
」
の
章
に
あ
る
「
祖
父
を
思
ふ
」（
十
首
）
を
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
取
り
込
み
、
愛
国
歌
の
一
部
と
し
て
扱
う
こ
と
も
不
自
然

で
は
な
い
。『
神
杉
』
の
中
程
の
歌
題
に
あ
る
「
明
治
神
宮
」「
祖
先
の

墓
」「
神
武
天
皇
祭
」
か
ら
の
流
れ
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
、

出
典
の
『
玄
冬
』
に
あ
る
と
き
の
よ
う
に
、
病
の
床
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
感

懐
を
詠
ん
だ
日
常
詠
と
は
異
な
る
価
値
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

５

き
び
し
く
・
き
び
し
き
・
き
び
し
さ
（
厳
）

形
容
詞
類
で
は
３
の
「
か
し
こ
し
」
の
ほ
か
、「
き
び
し
」
の
例
が
偏

っ
て
お
り
、「
き
び
し
さ
」
も
合
わ
せ
て
９
例
が
『
神
杉
』
に
あ
る
。『
金

泥
』
に
は
な
い
。

比
叡
は
か
く
厳
し
き
面
を
し
て
立
つ
や
十
億
劫
の
昔
よ
り
な
ほ

（
比
叡
山
・
七
三
）

た
た
か
ひ
は
厳
し
提
督
身
み
づ
か
ら
敵
に
当
り
て
死
な
さ
せ
た
ま
ふ

（
山
本
元
帥
を
悼
む
・
一
二
二
）

三
八

社会科学 第 51巻 第 4号



た
た
か
ひ
は
日
ご
と
厳
し
く
な
り
て
来
ぬ
腕
組
み
思
へ
ば
老
も
忘
る

る

（
た
た
か
ひ
・
一
三
二
）

右
の
一
二
二
番
歌
は
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
の
戦
死
を

悼
ん
だ
も
の
。
一
三
二
番
歌
は
、
出
典
の
『
玄
冬
』
に
よ
る
と
昭
和
十
八

年
夏
の
歌
と
み
ら
れ
る
。
当
時
は
情
報
統
制
下
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、
徐
々

に
戦
況
の
厳
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
見
た
語
彙
は
、
い
ず
れ
も
『
神
杉
』
に
偏
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
た
。
４
の
「
お
ほ
ち
ち
」
を
除
い
て
、
歌
集
全
体
の
雰
囲
気

を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

６

す
が
し
・
す
が
す
が
し
（
清
）

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
歌
集
の
基
調
の
も
と
に
、
歌
題
の
配
置
に
よ
っ

て
全
体
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
四
節
で
示
し
た
『
神
杉
』
の
歌
題
を

確
認
し
た
い
。〈
決
戦
歌
集
〉
の
一
冊
と
す
べ
く
、
作
者
は
何
を
用
意
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

選
歌
の
作
業
は
昭
和
二
十
年
七
月
末
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
す
で
に
日

本
の
敗
戦
は
時
間
の
問
題
に
思
わ
れ
る
時
期
で
あ
ろ
う
。
選
歌
材
料
の
歌

集
に
は
昭
和
十
八
年
秋
ま
で
の
歌
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
何
を
選
択
す
る
か

を
考
え
た
と
き
、
作
者
は
真
珠
湾
攻
撃
に
象
徴
さ
れ
る
緒
戦
の
勝
利
に
関

す
る
歌
を
歌
集
の
背
骨
に
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
冒
頭
の
歌
題
「
大
詔
渙
発
」
は
開
戦
の
詔
勅
を
詠
ん

だ
も
の
で
あ
っ
た
。「
軍
神
を
思
ふ
」
は
、
も
と
「
九
軍
神
を
思
ふ
」
で
、

真
珠
湾
攻
撃
で
特
殊
潜
航
艇
に
乗
り
組
み
戦
死
し
た
兵
士
を
詠
ん
だ
も

の
。（
昭
和
十
七
年
）「
一
月
八
日
」
と
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
ち
な
ん

で
毎
月
八
日
に
設
定
さ
れ
た
、
初
の
大
詔
奉
戴
日
で
あ
る
。
真
珠
湾
攻
撃

を
指
揮
し
た
山
本
五
十
六
は
昭
和
十
八
年
四
月
に
戦
死
し
、
こ
の
こ
と
を

「
山
本
元
帥
を
悼
む
」
で
詠
む
。
そ
し
て
、
末
尾
近
く
の
「
十
二
月
八
日
」

は
開
戦
一
周
年
の
記
念
日
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
死
者
を
称
え
る
「
軍
神
を
思
ふ
」
や
詠
歌
時
期
と
し
て
は
後
に
な
る

「
山
本
元
帥
を
悼
む
」
を
中
程
に
入
れ
、「
十
二
月
八
日
」
を
後
に
回
す
こ

と
で
、
首
尾
一
貫
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
大
勝
利
の
記
憶
を
新
た
に
し
よ
う

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
か
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
歌
で
目
立
つ
語
が
あ
る
。『
神
杉
』
で
は

「
す
が
し
」「
す
が
し
さ
」「
す
が
す
が
し
さ
」
が
計
７
例
あ
る
が
、
う
ち

５
例
が
集
中
す
る
。

や
す
み
し
し

八
隅
知
之
わ
が
大
君
の
み
こ
と
の
り
唱
ふ
す
な
は
ち
身
ぬ
ち
す
が
し

も

（
大
詔
渙
発
・
九
）

世
は
と
み
に
す
が
し
き
か
な
や
真
珠
湾
の
た
た
か
ひ
の
朝
水
仙
を
剪

る

（
捷
報
来
・
一
〇
）

十
二
月
八
日
の
朝
の
す
が
し
さ
を
い
ま
だ
忘
れ
ず
比
叡
の
空
見
る

（
十
二
月
八
日
・
一
七
三
）

み
こ
と
の
り
く
だ
る
す
な
は
ち
海
の
う
へ
霹
靂
鳴
れ
り
す
が
し
き
か

な
や

（
十
二
月
八
日
・
一
七
五
）
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そ
の
朝
の
す
が
す
が
し
さ
は
わ
が
庭
の
竹
に
聴
く
べ
し
石
に
聴
く
べ

し

（
十
二
月
八
日
・
一
八
〇
）

一
年
後
の
十
二
月
八
日
で
も
、
右
の
三
首
の
よ
う
に
一
貫
し
て
い
る
。

歌
集
と
し
て
ま
と
ま
り
を
つ
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
汲
み
と
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
、
編
纂
を
行
っ
た
昭
和
二
十
年
、
山
本
元
帥
は
す
で
に
な
く
、

齢
六
十
と
な
っ
た
作
者
に
は
、
静
か
に
事
態
の
推
移
を
見
守
る
し
か
な
か

っ
た
。

六
『
金
泥
』
の
こ
と
ば

本
節
で
は
、『
金
泥
』
に
偏
る
語
彙
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
し
て
お
く
。

用
例
は
割
愛
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
田
坂
（
二
〇
一
九
）
で
示
さ
れ
た

歌
集
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
金
泥
』
で
は
古
人
の
名
を
繰
り
返
し
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
遺
徳
を
偲

ぶ
歌
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
。

５
例
以
上
あ
る
も
の
を
示
す
。
す
べ
て
『
神
杉
』
に
は
詠
ま
れ
な
い
。

「
光
悦
」
１５
例

「
蓮
月
」
１４
例

「
大
雅
」
１１
例

「
鉄
斎
」
８
例

「
利
休
」
７
例

「
良
寛
」
７
例

「
栖
鳳
」
７
例

「
宗
達
」
６
例

「
去
来
」
６
例

「
芭
蕉
」
５
例

「
落
柿
舎
」
５
例

「
落
柿
舎
」
は
も
ち
ろ
ん
人
名
で
は
な
い
が
、
去
来
や
芭
蕉
と
の
関
係

で
同
列
に
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
は
四
節
で
示
し
た
『
金
泥
』
の
歌
題
に
見
え

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
目
立
つ
と
こ
ろ
で
は
「
羅
漢
」
１２
例
が
あ
る
。
こ
れ
も
１１

首
ま
で
が
歌
題
「
羅
漢
図
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
『
朝
影
』
鑑
賞

余
響
「
大
雅
堂
羅
漢
図
」
か
ら
の
採
録
で
、
詞
書
も
ほ
ぼ
踏
襲
し
、「
初

秋
の
一
日
京
都
博
物
館
に
ゆ
き
て
、
大
雅
堂
描
く
と
こ
ろ
の
五
百
羅
漢
の

大
幅
を
観
る
」
と
あ
る
。

ま
た
、「
絵
」
も
『
金
泥
』
に
し
か
詠
ま
れ
な
い
。「
蒔
絵
」「
屛
風
絵
」

「
ふ
す
ま
絵
」「
墨
絵
」
と
い
っ
た
形
も
含
め
て
、
２７
例
を
数
え
る
。
光
悦

や
利
休
、
蓮
月
と
の
関
係
で
「
も
ひ
（
埦
）」
１２
例
も
目
立
つ
。
ほ
か
、

例
が
多
い
も
の
に
、「
旅
ご
こ
ろ
」
９
例
が
あ
る
。『
玄
冬
』
羇
旅
余
情
の

「
旅
ご
こ
ろ
」
一
三
首
か
ら
の
採
録
で
、
歌
題
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い

る
。こ

う
し
た
例
を
見
て
い
る
と
、
絵
画
や
陶
芸
に
親
し
ん
だ
り
旅
心
に
思

い
を
は
せ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
は
、
平
和
な
世
に
あ
っ
て
こ
そ
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
歌
も
戦
時
中
に
詠
ま
れ
た
歌
の
再
録
な

の
で
あ
る
。

終
戦
直
後
に
編
ま
れ
た
『
金
泥
』
は
、
既
存
の
歌
を
う
ま
く
利
用
し
、

戦
時
色
を
消
し
た
集
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
歌
集
と
し
て
の
規
模
が
小

さ
く
歌
数
も
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
る
が
、
吉
井
の
よ
う
に
幅
広
い
詠
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歌
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
あ
る
程
度
自
在
に
編
纂
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
形
容
詞
類
も
見
て
お
こ
う
。「
さ
び
し
」
１８
例
に
対
し
て
、

『
神
杉
』
で
３
例
と
、
大
き
な
差
が
あ
る
。
ま
た
、「
し
た
し
（
み
・
く
・

き
）」
が
５
例
に
対
し
て
『
神
杉
』
な
し
、「
な
つ
か
し
」
５
例
に
対
し
て

『
神
杉
』
１
例
と
い
っ
た
偏
り
が
あ
る
。
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

い
ま
は
事
実
だ
け
を
報
告
し
て
お
く
。

七
『
神
杉
』『
金
泥
』
の
底
流
に
あ
る
も
の

前
節
ま
で
、
二
つ
の
歌
集
の
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
に
、
使
用
さ

れ
た
語
句
の
偏
り
を
見
て
き
た
。
使
用
さ
れ
た
語
彙
の
差
異
が
確
認
で
き

た
と
思
わ
れ
る
。
表
面
的
に
は
、
作
者
の
愛
国
精
神
が
両
者
異
な
る
方
向

に
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
終
戦
の
前
後
で
世
の
中
が
大
き
く
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
ひ
と
月
程
度
の
間
で
、
齢
六
十
の
老
歌
人
の
、
意
識
の
根
底
に
あ
る

も
の
が
そ
う
変
わ
る
だ
ろ
う
か
。
歌
集
の
端
々
に
変
わ
ら
な
い
部
分
が
あ

り
は
し
な
い
か
。

（
�
）

こ
こ
で
、
試
み
に
歌
と
そ
の
表
現
か
ら
検
討
す
る
。
両
者
の
底
流
の
部

分
に
あ
る
、
隠
れ
た
共
通
点
、
連
続
性
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
両
者
の
連
続
性
を
思
わ
せ
る
要
素
と
し
て
、
末
尾
の
「
巻
後

に
」
の
歌
が
同
じ
と
い
う
点
が
あ
る
。

わ
れ
す
で
に
鬢
白
め
ど
も
三
越
路
の
中
つ
国
辺
に
や
は
か
老
い
め
や

（
神
杉
・
一
八
八
／
金
泥
・
一
八
三
）

こ
の
歌
の
後
に
あ
る
奥
書
も
、
編
纂
時
を
示
す
「
仲
夏
」「
初
秋
」
が

異
な
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
（「
八
尾
」
と
い
う
の
は
疎
開

先
）。昭

和
乙
酉
仲
夏
越
中
國
八
尾
町
客
寓
に
て
（
神
杉
）

昭
和
乙
酉
初
秋
越
中
八
尾
の
客
舎
に
於
て
（
金
泥
）

『
神
杉
』
が
結
果
的
に
没
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
「
巻
後
に
」
を
流
用
し

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
作
者
の
意
識
が
変
化
し
て
い
な
い
、

同
じ
で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
変
更
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
神
杉
』『
金
泥
』
で

共
通
す
る
歌
題
「
こ
こ
ろ
足
る
」
で
あ
る
。『
神
杉
』
で
は
中
程
に
六
首
、

『
金
泥
』
で
は
末
尾
に
二
三
首
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
群
は
、
い
ず
れ
も
『
朝
影
』
洛
北
籠
居
「
こ
こ
ろ
足
る
」
の
三

八
首
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
洛
北
籠
居
の
章
の
冒
頭
に
は
、「
洛
北
の

わ
が
廬
は
貧
し
け
れ
ど
楽
し
。
家
に
炉
あ
れ
ば
そ
の
傍
に
在
り
て
、
読
書

黙
想
に
夜
の
更
く
る
を
忘
れ
、
戸
外
に
風
雨
の
迫
る
を
も
覚
え
ず
。
か
く

て
日
日
を
籠
り
ゐ
る
身
に
、
今
さ
ら
何
の
閑
居
の
箴
ぞ
や
。」
と
あ
る
。

籠
居
の
身
に
あ
っ
て
日
々
の
感
懐
を
歌
に
し
た
も
の
で
、「
京
の
春
寒
」

「
机
辺
の
歌
」
な
ど
と
い
っ
た
一
六
の
歌
題
の
も
と
に
一
六
五
首
の
歌
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
う
ち
「
こ
こ
ろ
足
る
」
に
は
、
す
べ
て
結
句
を
「
わ
が
こ
こ
ろ
足

る
」
で
止
め
る
歌
が
収
め
ら
れ
る
。
歌
を
題
（
テ
ー
マ
）
で
縛
る
の
で
は

な
く
、
結
句
の
表
現
の
み
で
縛
る
と
い
う
連
作
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
こ
に
は
様
々
な
思
い
を
陳
べ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

そ
し
て
、
洛
北
籠
居
の
章
の
う
ち
、『
神
杉
』『
金
泥
』
と
も
に
歌
を
と

っ
た
の
は
「
こ
こ
ろ
足
る
」
か
ら
だ
け
で
あ
っ
た
。
洛
北
籠
居
の
章
の
歌

は
基
本
的
に
日
常
詠
と
い
え
る
が
、「
こ
こ
ろ
足
る
」
で
は
雑
多
と
も
い

え
る
感
懐
が
詠
ま
れ
、
戦
時
下
ら
し
い
勇
ま
し
い
歌
も
あ
れ
ば
日
常
の
他

愛
な
い
も
の
ま
で
あ
っ
て
振
れ
幅
が
大
き
い
。
こ
こ
か
ら
、
歌
集
の
構
成

に
合
わ
せ
て
使
え
る
と
考
え
た
歌
を
と
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
二
つ
の
歌
集
で
配
置
さ
れ
た
位
置
は
異
な
る
が
、
共
通
す
る
歌

が
三
首
あ
る
。
す
べ
て
挙
げ
る
。

は
だ
ら
は
だ
ら
髪
白
め
ば
か
慷
慨
の
歌
も
つ
く
ら
ず
わ
が
こ
こ
ろ
足

る

（
神
杉
・
八
一
／
金
泥
・
一
六
一
）

夜
ふ
か
く
祖
国
の
よ
さ
を
書
き
し
文
読
み
耽
り
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足

る

（
神
杉
・
八
二
／
金
泥
・
一
六
三
）

い
き
ど
ほ
ろ
し
き
こ
と
思
ふ
日
も
遠
天
の
雷
聴
け
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足

る

（
神
杉
・
八
六
／
金
泥
・
一
六
九
）

『
神
杉
』
八
一
番
・『
金
泥
』
一
六
一
番
歌
が
い
う
「
慷
慨
の
歌
」
の
、
そ

の
憤
り
の
内
容
は
具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
が
、
八
六
番
（
一
六
九
番
）
歌

に
あ
る
「
い
き
ど
ほ
ろ
し
き
こ
と
」
と
通
じ
る
も
の
を
思
わ
せ
る
。
戦
の

世
に
あ
っ
て
の
憤
り
は
戦
争
末
期
で
あ
っ
て
も
敗
戦
後
で
あ
っ
て
も
、
そ

う
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
慷
慨
の
歌
を
作
ら
ず
満
足
し
て
い

る
こ
と
を
自
分
が
老
い
た
か
ら
か
と
詠
み
、
天
意
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
遠

雷
の
音
で
慰
め
ら
れ
て
も
い
る
。
ま
た
一
方
で
、
八
二
番
（
一
六
三
番
）

歌
の
よ
う
に
、
深
夜
に
わ
が
国
の
よ
さ
を
記
し
た
書
物
を
読
む
こ
と
に
よ

る
満
足
も
あ
る
。

二
つ
の
歌
集
で
は
、
同
じ
歌
題
「
こ
こ
ろ
足
る
」
で
も
、
そ
こ
に
収
め

ら
れ
た
歌
は
右
の
三
首
以
外
異
な
る
。
そ
も
そ
も
歌
題
の
配
置
が
異
な
る

の
で
、
使
わ
れ
方
も
異
な
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
歌
に

表
出
さ
れ
て
い
る
意
識
は
、
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
三
首
を
共
通
し
て
選
ん
だ
の
が
、
意
図
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
か

結
果
的
に
そ
う
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
使
う
と

判
断
さ
れ
た
こ
の
三
首
は
、
戦
中
で
も
戦
後
で
も
歌
集
の
要
素
に
な
り
う

る
質
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
、
資
料
と
し
て
、
註
の
後
に
歌
集
『
朝
影
』
か
ら
「
こ
こ

ろ
足
る
」
三
八
首
す
べ
て
を
掲
出
し
て
お
い
た
。

で
は
、
他
に
『
神
杉
』『
金
泥
』
に
共
通
す
る
意
識
の
表
出
さ
れ
た
歌

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
そ
の
一
端
が
窺
え
る
例
を
拾
っ
て
み
る
。

第
五
節
の
１
で
「
た
た
か
ひ
」
な
ど
の
語
が
『
神
杉
』
に
偏
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
一
方
、
た
だ
一
例
で
あ
る
が
、『
金
泥
』
に
も

あ
る
。

四
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桃
山
の
城
に
ひ
と
り
の
利
休
ゐ
て
な
ご
や
か
な
り
や
た
た
か
ひ
の
世

も

（
金
泥
・
千
利
休
・
七
一
）

『
京
洛
史
蹟
歌
』
古
寺
巡
歴
「
千
利
休
」
か
ら
の
採
録
で
あ
る
。「
桃
山
の

城
」
と
い
う
の
は
豊
臣
秀
吉
が
築
い
た
伏
見
城
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

文
脈
で
読
め
ば
、「
た
た
か
ひ
の
世
」
は
織
豊
時
代
の
戦
国
の
世
を
指
し

て
い
そ
う
で
あ
る
。「
た
だ
一
人
、
利
休
が
い
れ
ば
戦
国
時
代
で
も
な
ご

や
か
な
の
だ
よ
」
と
。
し
か
し
、
こ
れ
を
太
平
洋
戦
争
中
に
置
い
て
み
る

と
、
今
般
の
戦
争
と
重
な
っ
て
読
め
て
し
ま
う
。
戦
後
す
ぐ
の
『
金
泥
』

で
も
「
た
た
か
ひ
の
世
」
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
今
に
続
く
日
本

文
化
の
精
髄
を
思
え
ば
、
大
変
な
国
難
の
時
代
で
も
な
ご
や
か
だ
と
言
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、『
神
杉
』
に
も
、
同
じ
「
た
た
か
ひ
の
世
も
」
を
持

つ
歌
が
あ
っ
た
。

た
た
か
ひ
の
世
も
夢
殿
の
観
音
は
笑
み
い
ま
す
ら
む
春
を
し
づ
け
く

（
神
杉
・
閑
居
雑
詠
・
一
八
四
）

戦
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
悠
久
の
時
を
経
て
観
音
像
は
変
わ
ら
ず
ほ
ほ

え
み
を
た
た
え
、
春
の
し
ず
け
さ
と
と
も
に
あ
る
。『
神
杉
』
の
末
尾
近

（
�
）

く
に
配
置
さ
れ
た
こ
の
歌
な
ど
、
先
に
引
い
た
『
金
泥
』
七
一
番
歌
と
同

様
の
趣
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
金
泥
』
の
歌
の
「
な
ご
や
か
」
が
、

こ
の
歌
の
「
し
づ
け
く
」
に
相
当
す
る
。
ま
っ
た
く
の
別
語
で
意
味
も
異

な
る
が
、「
た
た
か
ひ
の
世
」
と
共
起
す
る
こ
と
で
、
作
者
の
希
求
し
て

い
た
も
の
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
作
を
も
と
に
二
つ
の
愛
国
歌
集
を
編
ん
だ
作
者
の
心

の
内
に
は
、「
な
ご
や
か
」「
し
づ
け
し
」
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
、
穏
や

か
さ
、
落
ち
着
き
と
い
っ
た
も
の
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
い
く
つ
か
の
歌
に
共
通
し
て
に
じ
み
出
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。ち

な
み
に
、「
し
づ
け
く
」「
し
づ
け
さ
」
な
ど
の
語
は
、『
神
杉
』
に

６
例
、『
金
泥
』
に
９
例
あ
る
。
両
方
の
歌
集
に
一
定
数
用
い
ら
れ
て
い

る
形
容
詞
類
は
他
に
見
い
だ
せ
な
い
。
以
下
、『
神
杉
』
か
ら
三
首
、『
金

泥
』
か
ら
一
首
引
い
て
み
る
。

と
ど
ろ
と
ど
ろ
雪
雷
も
鳴
り
出
で
よ
い
く
さ
あ
る
世
に
似
ざ
る
し
づ

け
さ

（
神
杉
・
新
雪
抄
・
四
一
）

た
た
か
ひ
に
心
き
ほ
へ
ど
や
う
や
く
に
老
の
境
の
し
づ
け
さ
も
知
る

（
神
杉
・
炉
辺
の
歌
・
四
六
）

仏
陀
こ
こ
に
生
れ
ま
し
し
日
の
し
づ
け
さ
に
印
度
の
民
を
か
へ
さ
せ

た
ま
へ

（
神
杉
・
印
度
を
思
ふ
・
一
五
八
）

わ
が
こ
こ
ろ
し
づ
け
く
な
り
ぬ
襖
に
は
探
幽
の
鷺
白
く
ね
む
れ
る

（
金
泥
・
大
徳
寺
・
六
二
）

こ
の
う
ち
『
神
杉
』
の
歌
を
見
る
と
、
四
一
番
で
は
戦
の
世
と
思
わ
れ
な

い
「
し
づ
け
さ
」
を
感
じ
、
四
六
番
で
は
老
境
に
至
っ
た
わ
が
心
の
「
し

づ
け
さ
」
を
知
る
。
一
五
八
番
で
は
イ
ン
ド
の
民
衆
を
思
い
や
り
、
釈
迦

吉井勇の歌集『神杉』『金泥』のことば

四
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が
生
ま
れ
た
こ
ろ
の
「
し
づ
け
さ
」
に
戻
せ
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
戦
時

下
を
支
配
す
る
世
情
と
は
対
極
に
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

八

ま
と
め

本
稿
で
は
、
吉
井
勇
の
『
神
杉
』『
金
泥
』
と
い
う
二
つ
の
歌
集
に
つ

い
て
、
一
方
に
偏
在
す
る
語
彙
を
示
し
、
そ
れ
を
も
と
に
考
察
し
た
。

こ
の
二
つ
の
歌
集
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
吉
井
は
叢
書
の
企
画
に
応
じ

ら
れ
る
歌
を
選
び
、
歌
集
と
し
て
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
手

持
ち
の
材
料
を
も
と
に
ご
く
短
期
間
で
作
業
を
行
う
の
に
は
、
多
少
の
困

難
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
お
も
な
選
歌
材
料
と
な
っ
た
四
つ
の
先
行
歌
集
に
は
、

様
々
な
内
容
の
歌
が
含
ま
れ
て
い
た
。
歌
数
も
合
計
二
五
四
〇
首
あ
ま
り

と
、
か
な
り
の
数
に
上
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
れ
ば
、
対
応
は
可
能

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
金
泥
』
の
半
数
以
上
の
歌
が
『
京
洛
史
蹟
歌
』

か
ら
と
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
戦
時
下
ら
し
い
歌
を
外
し
、
歌
集
と
し
て

の
ま
と
ま
り
を
つ
け
る
手
段
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
う
し
て
、
戦
時
中
の
『
神
杉
』
と
戦
後
の
『
金
泥
』
と
は
、
ま
っ
た

く
異
な
る
趣
の
歌
集
と
な
っ
た
。
時
局
の
変
化
に
応
じ
て
企
画
も
変
わ
っ

た
の
で
、
選
歌
態
度
を
極
端
に
変
更
し
た
結
果
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
愛
国

心
の
発
露
に
よ
る
歌
が
主
体
と
い
う
点
は
同
じ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ

ま
で
語
彙
や
歌
が
異
な
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
ば
か
り
が
目
に
付
い
て
し
ま

う
。し

か
し
、
そ
う
し
た
明
確
に
異
な
る
部
分
を
引
き
剝
が
し
た
と
こ
ろ
に

こ
そ
、
連
続
性
が
見
え
て
く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、『
金
泥
』
末
尾
の

（
�
）

「
こ
こ
ろ
足
る
」
二
三
首
は
重
視
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
三
首

に
つ
な
が
る
も
の
が
『
神
杉
』
に
も
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
用
語
の
面
か
ら
作
者
の
意
識
と
し
て
両
者
で
通
底
す
る
部

分
を
見
い
だ
そ
う
と
試
み
た
。「
し
づ
け
（
く
・
さ
）」
の
使
用
は
そ
の
一

つ
の
事
例
で
あ
る
。

附
記本

稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝

統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２０
期
研

究
会
第
３
研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る

日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活

用
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20

K
12565

、

二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
二
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

田
坂
憲
二
氏
に
は
『
朝
影
』『
金
泥
』
の
単
行
本
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
。
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、『
神
杉
』『
金
泥
』
の
歌
の
用
例
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
竹
田
正

幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
）
に
よ
る
文
字
列
解

析
ツ
ー
ル
、e-C

SA

を
使
用
し
た
。
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
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註
（
１
）
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
。
こ
の
全
文
翻
刻
と
出
典
・
異
同

な
ど
を
、
田
坂
・
南
里
・
福
田
（
二
〇
二
〇
）
で
示
し
た
。

（
２
）
い
ず
れ
も
今
回
数
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る
歌
数
で
あ
る
。
田
坂
（
二
〇

一
九
）
で
は
『
京
洛
史
蹟
歌
』
か
ら
９３
首
、『
玄
冬
』
か
ら
５４
首
と
す

る
。

（
３
）
こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
な
か
っ
た
が
、
出
典
の
歌
題
を
変
更
し
て
収

め
ら
れ
た
歌
は
、『
神
杉
』
は
田
坂
・
南
里
・
福
田
（
二
〇
二
〇
）
で
、

『
金
泥
』
は
田
坂
（
二
〇
一
九
）
で
参
照
で
き
る
。

（
４
）『
金
泥
』
の
構
成
意
識
に
つ
い
て
は
、
田
坂
（
二
〇
一
九
）
に
言
及
が

あ
る
。

（
５
）
二
つ
の
歌
集
の
編
纂
作
業
に
つ
い
て
作
者
が
言
及
し
て
い
る
資
料
が

あ
れ
ば
よ
い
が
、
い
ま
は
歌
集
の
内
部
徴
証
だ
け
を
考
察
の
対
象
に
す

る
。

（
６
）
こ
の
『
神
杉
』
一
八
四
番
歌
か
ら
一
八
八
番
歌
の
五
首
に
つ
い
て
は
、

田
坂
（
二
〇
二
〇
）
に
言
及
が
あ
る
。
同
じ
〈
決
戦
歌
集
〉
の
一
冊
、

斎
藤
茂
吉
の
『
萬
軍
』
の
末
尾
の
五
首
と
の
比
較
の
中
で
、（
吉
井
の

歌
は
）「
静
か
に
自
己
の
世
界
に
沈
潜
し
て
い
く
姿
勢
が
極
め
て
顕
著

で
あ
る
」
と
い
う
。

（
７
）
田
坂
（
二
〇
一
九
）
に
『
金
泥
』「
こ
こ
ろ
足
る
」
歌
群
の
異
質
さ
に

着
目
し
た
言
及
が
あ
る
。

【
資
料
】
歌
集
『
朝
影
』
洛
北
籠
居
「
こ
こ
ろ
足
る
」
三
八
首

『
神
杉
』『
金
泥
』
が
選
歌
対
象
と
し
た
『
朝
影
』
の
「
こ
こ
ろ
足
る
」
の

歌
を
す
べ
て
掲
出
す
る
。
本
文
は
『
朝
影
』
単
行
本
に
よ
る
が
、
漢
字
は
通

用
字
体
に
改
め
た
。『
神
杉
』
だ
け
が
と
っ
た
歌
に
●
、『
金
泥
』
だ
け
が
と

っ
た
歌
に
◯
、
両
方
が
と
っ
た
歌
に

を
附
し
た
。

○
鉄
鉢
の
絵
な
ど
描
か
む
と
思
ひ
つ
つ
紙
に
向
へ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

は
だ
ら
は
だ
ら
髪
白
め
ば
か
慷
慨
の
歌
も
つ
く
ら
ず
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ

○
或
る
と
き
は
己
が
か
た
く
な
を
寂
し
め
ど
遮
莫
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

夜
ふ
か
く
祖
国
の
よ
さ
を
書
き
し
文
読
み
耽
り
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
出
が
ら
し
の
番
茶
に
咽
喉
を
潤
ほ
し
て
あ
ぐ
ら
ゐ
居
れ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
友
の
描
き
し
愚
庵
の
姿
な
が
め
つ
つ
念
仏
申
せ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

ふ
る
あ
は
せ

○
古
袷
脱
ぎ
た
る
の
ち
の
さ
は
や
か
さ
空
を
仰
げ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
目
を
閉
ぢ
て
風
に
う
ご
け
る
竹
林
の
さ
ま
を
思
へ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
筑
紫
路
の
旅
に
て
得
た
る
土
鈴
を
振
り
み
鳴
ら
し
み
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

い
き
ど
ほ
ろ
し
き
こ
と
思
ふ
日
も
遠
天
の
雷
聴
け
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
い
に
し
へ
の
じ
や
が
た
ら
文
に
あ
ら
ね
ど
も
消
息
書
け
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
も
の
読
む
も
も
の
う
き
時
は
良
寛
の
仮
名
文
字
見
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
思
ふ
こ
と
遠
く
は
る
け
し
比
叡
が
嶺
を
仰
ぎ
て
あ
れ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
し
づ
か
な
る
朝
の
寐
覚
め
や
雀
子
の
こ
ゑ
を
聴
き
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
わ
が
思
ひ
知
る
は
汝
の
み
と
庭
隅
の
石
に
も
の
言
ひ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

●
は
る
け
く
も
唐
天
竺
に
伸
び
て
ゆ
く
国
つ
力
に
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

為
す
こ
と
も
あ
ら
ぬ
ひ
と
日
や
仰
寐
し
て
も
の
思
ひ
居
れ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
放
庵
の
安
土
の
寺
の
ふ
す
ま
絵
の
朴
の
葉
も
見
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
朝
ご
と
に
厠
に
あ
り
て
竹
の
葉
の
そ
よ
ぐ
を
聴
け
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

あ
か
あ
か
と
百
日
紅
の
花
の
咲
く
こ
ろ
を
思
へ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

さ
や

○
魚
の
骨
舌
に
触
れ
ど
口
馴
れ
し
煮
も
の
の
味
に
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

年
毎
の
わ
が
わ
び
ず
み
の
な
ら
は
し
に
糸
瓜
植
う
れ
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

吉井勇の歌集『神杉』『金泥』のことば
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●
祖
父
が
国
を
お
も
へ
る
歌
書
き
し
短
冊
を
見
て
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
わ
び
ず
み
は
寂
し
け
れ
ど
も
朝
歩
き
夕
あ
り
き
し
て
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

杏
花
忌
の
香
の
に
ほ
ひ
を
時
に
ふ
と
な
つ
か
し
み
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

古
机
据
ゑ
た
る
ま
ま
に
夜
を
幾
夜
も
の
は
書
か
ね
ど
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

●
胡
麻
あ
へ
の
菊
菜
う
ま
し
と
食
う
べ
て
は
夕
餉
楽
し
く
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

昨
日
七
つ
今
日
十
あ
ま
り
手
づ
く
り
の
苺
も
ぎ
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

水
音
は
聴
く
に
よ
ろ
し
も
白
川
の
川
辺
に
立
て
ば
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
妹
が
読
む
宮
本
武
蔵
吾
も
読
み
て
ひ
と
日
暮
ら
し
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
膝
組
み
て
髯
の
剃
杭
撫
で
居
れ
ば
う
つ
ら
う
つ
ら
に
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
夏
の
夜
の
衾
さ
む
け
く
時
に
痢
を
病
む
こ
と
あ
れ
ど
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

○
み
づ
か
ら
を
嘲
け
る
思
ひ
湧
く
こ
と
も
稀
に
は
あ
れ
ど
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

旅
の
歌
書
か
む
と
お
も
ひ
磨
る
墨
の
に
ほ
ひ
親
し
く
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

す
こ
か
や
に
学
び
て
あ
り
と
書
き
て
あ
る
吾
子
消
息
に
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

淡
ら
日
の
さ
せ
る
障
子
の
し
づ
け
さ
を
し
ば
し
見
て
居
り
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

人
の
世
の
う
つ
ら
ふ
を
見
る
か
な
し
み
も
い
ま
は
起
ら
ず
わ
が
こ
こ
ろ
足
る

闇
ふ
か
き
愛
宕
の
山
に
と
も
る
灯
を
夜
毎
に
見
つ
つ
わ
が
こ
こ
ろ
足
る
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